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地域社会の関連施設との連携

施設としての利用者の促進

平成２６年４月制定

一般財団法人仁風会 嵯峨野病院 機関誌委員会
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まごころ医療宣言 患者様に寄り添うことが何より大切と考えるからこそ、
私たちは以下の１０項目を宣言します。【平成７年制定】

1. 患者様とお呼びします
2. 患者様には常に真心と気配りそして優しい言葉と笑顔で接します
3. すすんであいさつをします
4. 患者様から頂き物はしません

5. いつも快適で明るく清潔な病院づくりに努めます
6. 患者様には常に適正な医療を提供します
7. 医師による説明と患者様の選択による医療を進めます

8. 患者様のプライバシーを尊重します

9. より良い医療が行えるよう研修・研鑽に励みます

10. 患者様の人生が最後まで豊かでありますようその意志を尊重します



JINPASJINPAS 仁風会活動発表会仁風会活動発表会
Jinpukai Activity Seminar

第11回

「介護医療院について」
基調講演

一般財団法人 仁風会 理事長　清水　紘
　昨年4月に新たにスタートしている介護医
療院について、その基準や類型をはじめ、介
護療養病床との違いや転換へのポイント等
についてスライド資料を用いて詳しく説明
されました。

平成31年3月15日(金)、第11回JINPAS（仁風会活動発表会）が嵯峨野病院で開催
され、１００名を超える参加者が集まりました。今年も５つの一般演題発表と、
清水紘理事長による基調講演が行われました。

嵯峨野病院の一般演題

1.「嵯峨野病院におけるインフルエンザのアウトブレイクの実際と課題（第１報）」
看護部 看護部長

2.「症例報告 居宅における回腸ストーマトラブルのある患者へのアプローチ」
診療部 給食科 管理栄養士

小林 淳子

七尾 達也

京都南西病院の一般演題
1.「腋窩の発赤に対する酢水を用いたケアの効果」

中野 愛里京都南西病院 看護師

2.「介護予防推進チームの立ち上げと介護予防教室開催までの流れ」
京都南西病院 理学療法士 三品 大、 山内 悠太郎、 荒木 良実

3.「『京都式』ケアプラン点検方式の有効性」
嵯峨野病院 居宅介護支援事業所
川添 チエミ
公益社団法人 京都府介護支援専門員会
柴田 崇晴、 松本 善則、南 哲也、 村上 晶之、 村上 雅代

院内でのインフルエンザ感染の実際を振り返ること
で新たな課題が見えてきたため、第１報として報告を
行いました。

食事・栄養面から回腸ストーマのトラブルを防ぎ、水
様便の性状を改善することを目標にした症例につい
て報告を行いました。

ケアマネジメント資質向上のために、「京都式」ケアプラン点検方式が有効
な手段となり得るかの検証と、今後の活用についての報告を行いました。
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　年の始めをお祝いして患者様に、おい
しい和菓子と、お好きな飲み物を提供し、
穏やかに流れる音楽を聞きながら、ゆっ
くりとした時間を過ごして頂きました。
　患者様のお茶会が終わると次は獅子舞
の披露です。職員が小太鼓を鳴らすと、扉
の向こうから獅子が躍り出てきました。
患者様が職員に付き添われて獅子に近づ
きます。そして、恐る恐る獅子の口に「お
年玉」の紙を入れると、獅子は嬉しそうに
踊り、患者様の頭を軽く咥え、健康を祈り
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ました。初めは怖がっておられた患者様
も、獅子の舞を見て次第に笑顔になられ、
会場ではワッと拍手が起こりました。そ
の後も獅子は患者様の健康を祈りながら
会場をひと回りし、小太鼓に合わせて軽
快に踊りながら帰って行きました。
　患者様の笑顔が、今年もたくさん咲く
ことを願う年の始めの大切な時間になり
ました。
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地域健康教室のご報告

　健康診断とは、診察および各種の検査で
健康状態を評価することで健康の維持や疾
患の予防・早期発見に役立てるものです。
健康診断には法令により実施が義務付けさ
れているもの、任意で行われるものがあり
ます。
　今回は健康診断で行われる検査項目につ

講師：嵯峨野病院 医師　原田佐智夫
「健康診断を受けてますか？」

2 月 23 日

いてお話がありました。自分では健康と
思っている方も、本当の自分の健康状態を
知るために、健康診断を受けることをおす
すめします。
また健康診断の結果が「異常なし」であった
としても、日頃の健康管理に努めることを
忘れないことが大切だと感じました。
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　朝夕はまだ厳しい寒さが続いていまし
たが、嵯峨野病院の紅白の梅の開花が始ま
りました。梅香漂う良き日に、嵯峨野病院
談話室でひな祭りの行事が開催されまし
た。
　雛人形が飾られた談話室では、参加され
た患者様が綿菓子や３色ゼリーをお召し
上りになり、ご家族様と共に穏やかに楽し
まれるお姿が有りました。
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はらだ　  さ　ち　お
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『嵯峨野だより』

理事長　清水　紘

今後のイベント開催予定

「皐月喫茶」５月２４日（金） １３：３０～
場所：嵯峨野病院 １階 食堂談話室

「健康相談会」５月２５日（土） １３：３０～
健康に関して普段気になる事などをご相談いただける場として毎年開催
しています。当院の医師、看護師、理学療法士、管理栄養士、歯科衛生士、
入退院支援看護師、ケースワーカーが、それぞれテーマを持ったブース
を設け、ご相談をお受けする予定です。


